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学校教育目標 「自ら学び、共によりよく生きる生徒の育成」 

〇自ら学ぶ 

昨年度、中学校において新学習指導要領が完全実施となりました。改訂の経緯の中に、 

「今の子供たちやこれから誕生する子供たちが、成人して社会で活躍する頃には、我が国 

は厳しい挑戦の時代を迎えていると予想される。生産年齢人口の減少、グローバル化の進 

展や絶え間ない技術革新等により、社会構造や雇用環境は大きく、また急速に変化してお 

り、予測が困難な時代となっている。また、急激な少子高齢化が進む中で成熟社会を迎え 

た我が国にあっては、一人一人が持続可能な社会の担い手として、その多様性を原動力と 

し、質的な豊かさを伴った個人と社会の成長につながる新たな価値を生み出していくこと 

が期待される。」と書かれています。 

今の中学生が、上記に書かれたような社会を生きていくためには、地球規模で物事を考 

える力をつけていくことが、大切になってくるのではないでしょうか。それは一朝一夕で 

身に付くものではないので、日頃から世界に目を向けていくことが必要になると考えます。 

私たちの今の生活を振り返ってみると、コロナ禍での生活も３年目を迎え、未だ終わりの 

見えない状況が続いています。これは日本だけのことではなく、世界中の問題です。また、

２月に起きたロシアによるウクライナ侵攻も、世界中を巻き込み、少しずつ私たちの生活 

にも様々な影響が出ています。そして、２０１５年の国連サミットでＳＤＧｓ（持続可能 

な開発目標）が掲げられ、２０３０年までに世界みんなで解決していこうとしています。 

このように私たちの生活は、すでに世界の動きと切り離して考えることが、できなくなっ 

ています。 

 小学生までは、自分の住む身近な地域を中心に考えてきましたが、中学生は世界の動き 

から自分の地域や生活に目を向け、どうすればよりよい社会になるのかということを考え 

ることができるようになります。インターネットやテレビや新聞など、いろいろなところ 

から情報を得ることもできます。世界で起きていることについて情報を集め、原因を考え 

たり、解決策を考えたりすることが、結果的に自分たち 

の生きる社会をよりよくすることにつながっていきます。 

 学校教育目標にある「自ら学び」とは、ただ単に教科 

書に書かれている知識や技能を身に付けることではあり 

ません。授業をとおして身に付けた、ものの見方や考え 

方を使って、よりよい社会を築くためにどうしたらよい 

か考え、行動する力をつけることです。布佐中生が自ら 

学び、持続可能な社会の担い手となるよう、力をつけて 

いきたいと思います。 

（校長 戸塚美由紀） 



〇感染対策を継続していきます 

  これまで布佐中では、国や県、我孫子市の感染対策ガイドラインにそって、感染対策を 

 しながら教育活動を行ってきました。各ご家庭の協力もあり、昨年度は校内での感染症の 

広がりはなく、宿泊をする校外学習を除いて、ほぼ予定どおりに授業や学校行事を行うこ 

とができ、保護者のみなさまには感謝しています。 

４月に熊谷知事が定例記者会見で、教育活動の制限緩和をするというような趣旨の発言 

 をしていましたが、学校ではマスクの着用や手指消毒、うがいや手洗いの励行、換気、同 

一方向を向いての黙食など、感染対策を継続していきます。毎日の健康観察も行いますので、

引き続きご家庭でも感染症対策をお願いいたします。 

  ５月には３年生の修学旅行、６月には２年生の林間学校が控えています。今年度は、ぜ 

ひとも実施したいと考えています。学校では、生徒達に感染対策の指導をしますが、ご家 

庭においても、帰宅後の過ごし方に気をつけていただきたいと思います。特に、人込みに 

出かけたり、大人数で遊んだり、友人と飲食したりする際には、十分に気をつけるよう声 

かけをお願いします。 

 

 

 

 

 

〇メディアコントロール 

中学生は、生まれた時から身近にＩＣＴ機器やインターネット環境があり、大人に比べ 

ると、何の抵抗もなく使いこなしています。ＧＩＧＡスクール構想により、学校でも１人 

１台タブレット型端末が配置され、授業でも活用するようになりました。生徒達はあっと 

いう間に操作に慣れ、分からない時には生徒同士で教え合う姿も見られます。 

 機器を使いこなす生徒達の様子に感心する一方で、課題もあります。昨年度、保健委員 

会が実施したアンケートや全国学力・学習状況調査の質問紙の結果を見ると、布佐中では 

平日に３時間以上スマートフォンを使用していたり、ゲームをしたりする生徒が３５％い 

ました。これは、全国や千葉県の結果より高い数値となっています。スマートフォンの使 

用も、ほとんどが学習以外での使用でした。 

 長時間、スマートフォンやゲーム機等のメディアを使用すると、ドライアイやスマホ老 

眼、疲れ目による肩こりや頭痛を起こすことがあります。また、寝る直前までスマートフォ

ン等を見ていると、ブルーライトの影響で、眠りを促す「メラトニン」というホルモンが 

出にくくなり、眠れなくなります。結果、夜遅くまで起きていて朝起きられなくなり、朝 

食を抜いたり授業に集中できなくなったりするという悪循環を生みます。健康被害にあわ 

ないためにも、利用する時間を決めたり、使うメディアの内容を管理したりしてください。 

 また、毎年のようにＳＮＳによるトラブルも起きています。面と向かっては言わないこ 

とを、相手の顔が見えないので書いてしまったり、短い文章で表現するた

め誤解が生じたりします。つぶやいた先にいるのは、自分と同じ感情を持

った人間だということも、忘れないでほしいと思います。ご家庭でもルー

ルを決めていると思いますが、時々子ども達と見直してください。 



〇自転車保険の加入義務化 

千葉県では「千葉県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」の改正により、 

 令和４年７月１日から、自転車利用中の事故で他人にケガをさせてしまった 

 場合などの損害を賠償できる保険等への加入が義務化されました。 

過去には、小学生が自転車で歩行者の女性にぶつかり、被害女性が寝たきりで意識が戻 

らない状態になり、裁判所より約９，５００万円の賠償を命じられています。他にも、自 

転車事故で高額の損害賠償命令が出されている事例があります。 

 自転車は、中学生にとって身近で便利な乗り物です。通学に使用している人もいますが、 

自転車通学者以外でも学校から帰宅してから使用したり、休日に使用したりする生徒もい 

ると思います。すでに加入している自動車保険や火災保険等の特約で、自転車の事故によ 

る損害賠償保険を補償してくれる内容が含まれている場合があります。自転車保険に加入 

しているかどうか不明な場合は、保険会社に確認をしてください。 

 布佐中では毎年、我孫子警察署交通課の方を講師に招き、新入生対象に交通安全教室を 

実施しています。今年も、校庭に仮の道路を作り、安全な自転車の乗り方について講習し 

ました。自転車事故の原因として、イヤホンをして外界の音を遮断し 

ていたり、スマートフォンを操作しながら自転車に乗っていたり、雨 

の日に傘をさしながら自転車に乗っていたりと「これくらい大丈夫」

とか「自分は事故を起こさない」という油断もあります。被害者にも 

加害者にもならないために、保険の義務化を機会に、ご家庭でも自転 

車の乗り方について、話題にしてください。 

〇第１回学校運営協議会開催 
 今年度より我孫子市全ての学校がコミュニティ・スクールとなり、学校運営協議会を設 

置することとなりました。４月１３日（水）には、湖北地区公民館において我孫子市教育 

委員会主催で委員の任命式と研修会が行われました。任命式では教育長のあいさつもあり、 

「子ども達の教育は、学校だけでなく保護者や地域の協力があってできる」という話があ 

りました。教育長の話や研修を受けながら、布佐地区の子ども達を育てていくために、学 

校・保護者・地域それぞれの立場で、子ども達に何ができるのか知恵を絞っていきたいと 

改めて思いました。 

 ４月２７日（木）には、第１回布佐中学校区学校運営協議会を開催しました。今回は、

令和４年度になって初めての学校運営協議会なので、布佐小学校・布佐南小学校・布佐中 

学校の３校の委員が集まり顔合わせをしました。全体会では、昨年度学校運営協議会で検 

討し承認してもらった「布佐中学校区小中一貫教育

グランドデザイン」について説明をしました。質疑

応答をした後、学校ごとに分かれて今年度の学校経

営や教育課程について説明をし、意見交換をしまし

た。意見交換では、コロナ禍でも工夫して行事を行

うことや、地域行事への生徒たちの参加について、

学校への支援についてなど、たくさんの意見が出ま

した。保護者のみなさまや地域の方の力を借りて、

生徒たちのためにできることを実現していきたい

と思います。 



〇５月・６月の主な行事予定  

  ５  月 

３ 火  憲法記念日 １６ 月  １年生心電図・心音図検査 

４ 水  みどりの日 １８ 水  尿検査１次予備日 ノー活動デー 

 完全下校１５：１５ ５ 木  こどもの日 

９ 月  家庭訪問終了 

 完全下校１６：３０ 

２０ 金  ３年生修学旅行(京都・奈良方面) 

２１ 土  ３年生修学旅行(京都・奈良方面) 

１０ 火  委員会Ⅰ 完全下校１７：５０ ２２ 日  ３年生修学旅行(京都・奈良方面) 

１１ 水  授業参観・部活動保護者会 

 完全下校１６：１５ 

２３ 月  ３年生振替休業 

２４ 火 ３年生振替休業 

１２ 木  内科検診 ノー活動デー 

完全下校１６：２５ 

２５ 水  ノー活動デー 完全下校１５：１５ 

２７ 金  布佐タイム① 

１３ 金  完全下校１８：００ ３０ 月  尿２次検査 

 ６  月 

１ 水  ノー活動デー 完全下校１５：１５ １７ 金  布佐タイム② 

２ 木  市内陸上大会(柏の葉運動公園) １９ 日  部活動停止期間（～２４日朝まで） 

３ 金  ３年生実力テスト 英語検定 ２０ 月  完全下校１６：２５ 

８ 水  ノー活動デー 完全下校１５：１５ 

 尿２次検査予備日 

２１ 火  完全下校１６：２５ 

２２ 水  完全下校１５：１５ 

９ 木  ２年生林間学校(裏磐梯方面) ２３ 

 

木 

 

 第１回定期テスト（英・国・理） 

 給食なし 完全下校１２：３５ １０ 金  ２年生林間学校(裏磐梯方面) 

１１ 土  ２年生林間学校(裏磐梯方面) ２４ 金  第１回定期テスト（社・数・技家） 

給食なし 完全下校１２：３０ 

部活動再登校１４：３０（～１６：３０） 

１３ 月  ２年生振替休業 

１５ 水  千葉県民の日 

１６ 木  生徒総会 ２９ 水  テスト返却日 

 

〇「教育研究所」「ヤング手賀沼」の名称が変わりました 

令和４年４月より、「教育研究所」と「ヤング手賀沼」の名称が変更になりました。 

※教育研究所 ➡ 教育相談センター(湖北台東小学校内) 

※ヤング手賀沼 ➡ 教育支援センターかけはし（教育相談センター１階） 

          教育支援センターひだまり（けやきプラザ１１階） 

 


